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１．当四半期決算に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する説明

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続く中で、政府や日銀の各種政策の効果

もあり、景気は全体としては緩やかな回復基調が続いております。また、世界経済においては、株式市場の動向や

国際金融情勢、地政学的リスク等、わが国経済に影響を与え得る不確実性はあるものの、全体としては緩やかな回

復が続いております。

　当業界におきましては、居住用賃貸物件の成約状況は全体としてはほぼ従来の水準を維持した動きとなっており

ますが、地域によるバラつきもあり、出店戦略の巧拙や個々の店舗の競争力が業績を左右し得る事業環境となって

きております。

　このような環境下で競争に打ち勝つためには、様々なお客様の嗜好に対応できる豊富な物件の品揃え（商品力）

や集客の中心となるインターネットの効率的な活用（集客力）、そして最終的に店舗での接客によりお客様満足度の

向上に繋げること（営業力）など、賃貸仲介事業者としての総合力がより重要となってきております。そして、こ

れらの総合力を備えるとともに、スケールメリットを享受するための事業規模の確保や成長が見込める分野に集中

的に経営資源をつぎ込む市場の選択が、会社の成長力と収益力の拡大に大きな影響を与える状況となっております。

このような市場環境に対する認識から、当社が平成27年４月に発表した中期経営計画（平成28年３月期から平成

30年３月期までの３か年計画）においては、今後の成長が見込めるエリアでの市場の取り込みを重視した「新規出

店による規模の拡大」を事業戦略の柱の一つとして掲げ、３年間で28店舗の新規出店を計画するなど、一層の事業

規模の拡大を目指しております。その初年度となる当事業年度は通期で10～12店舗の出店を計画しており、当第２

四半期累計期間において４店舗を出店したことで四半期末店舗数は146店舗となりました。今後も計画達成に向けて

開店準備を進め、順次店舗をオープンして参ります。

足元の業績は、前事業年度の繁忙期（１月～３月）の好調さを維持して４月に大きく仲介件数が伸びたことを中

心に仲介手数料収入や周辺商品の取次料収入などが増加いたしました。また、５月から一部の原状回復工事・リフ

ォーム工事を内製化したことも営業収益の増加に寄与いたしました。一方、費用面では、店舗数の増加に伴う人件

費総額の上昇や工事の内製化に伴う費用計上などの増加要因はあったものの、一部店舗の出店時期の繰り延べ等の

影響により営業費用の増加は抑制されました。

　これらの結果、当第２四半期累計期間の業績は、営業収益42億48百万円（前年同四半期比7.8％増）となり、営業

利益１億90百万円（前年同四半期比61.8％増）、経常利益１億94百万円（前年同四半期比59.0％増）、四半期純利益

１億８百万円（前年同四半期比71.8％増）となりました。

　

　当第２四半期累計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門 営業収益 (千円) 比 率 (％) 前年同四半期比 (％)

不動産賃貸仲介事業 2,128,289 50.1 106.3

仲介関連サービス事業 1,362,998 32.1 107.7

その他の事業 757,159 17.8 112.5

合 計 4,248,448 100.0 107.8

　なお、当社の営業形態として賃貸入居需要の繁忙期である１月から３月に賃貸仲介件数が増加することから、業

績は毎年１月から３月の割合が大きくなる傾向があります。

　また、当社は不動産仲介事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しております。

(2) 財政状態に関する説明

① 財政状態の分析

　当第２四半期会計期間末における総資産は、58億89百万円（前事業年度末は68億円）となり、前事業年度末と

比べ９億11百万円減少しました。
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（流動資産）

　当第２四半期会計期間末における流動資産の残高は、40億30百万円（前事業年度末は50億23百万円）となり、

前事業年度末と比べ９億92百万円減少しました。これは現金及び預金が８億53百万円減少したこと、国債の償還

等により有価証券が35百万円減少したこと、並びに各種紹介手数料に伴う営業未収入金が34百万円減少したこと

が主たる要因であります。

（固定資産）

　当第２四半期会計期間末における固定資産の残高は、18億58百万円（前事業年度末は17億77百万円）となり、

前事業年度末と比べ80百万円増加しました。これは差入保証金等の投資その他の資産が66百万円増加したこと、

建物附属設備等の有形固定資産が21百万円増加したこと、並びにソフトウエア等の無形固定資産が７百万円減少

したことが主たる要因であります。

（流動負債）

　当第２四半期会計期間末における流動負債の残高は、14億77百万円（前事業年度末は24億13百万円）となり、

前事業年度末と比べ９億35百万円減少しました。これは税金の支払を行ったことにより未払法人税等が３億13百

万円減少・未払消費税等が１億59百万円減少したこと、お客様からの預り金が１億70百万円減少したこと、並び

に賞与の支給を行ったことにより賞与引当金が１億35百万円減少したことが主たる要因であります。

（固定負債）

　当第２四半期会計期間末における固定負債の残高は、５億65百万円（前事業年度末は５億65百万円）となりま

した。

（純資産）

　当第２四半期会計期間末における純資産の残高は、38億46百万円（前事業年度末は38億21百万円）となり、前

事業年度末と比べ24百万円増加しました。これは四半期純利益を１億８百万円計上したこと、並びに剰余金の配

当を81百万円行ったことが主たる要因であります。

② キャッシュ・フローの状況の分析

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、34億19百万円（前事

業年度末は42億72百万円）となり、前事業年度末に比べ８億53百万円減少しました。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は、６億32百万円（前年同四半期累計期間は４億１百万円の使用）となりました。

主な増加要因は、税引前四半期純利益１億88百万円、非資金取引である減価償却費53百万円、並びに営業債権の

減少額34百万円であります。主な減少要因は、法人税等の支払額３億27百万円、預り金の減少額１億70百万円、

並びに賞与引当金の減少額１億35百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、１億25百万円（前年同四半期累計期間は90百万円の使用）となりました。主

な増加要因は、差入保証金の回収による収入６百万円であります。主な減少要因は、出店等に伴う有形固定資産

の取得による支出46百万円、営業保証金の預入による支出35百万円、並びに無形固定資産の取得による支出29百

万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、95百万円（前年同四半期累計期間は81百万円の使用）となりました。主な減

少要因は、配当金の支払額81百万円、自己株式の取得による支出10百万円、並びにリース債務の返済による支出

３百万円であります。

　

　

(3) 業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成28年３月期の業績見通しにつきましては、平成27年４月28日に公表いたしました業績予想数値から変更はあ

りません。
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２．四半期財務諸表

(1) 四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,272,688 3,419,236

営業未収入金 285,766 250,966

有価証券 100,046 65,023

その他 364,622 295,536

流動資産合計 5,023,124 4,030,763

固定資産

有形固定資産 282,986 304,505

無形固定資産 121,831 114,468

投資その他の資産

投資有価証券 130,400 125,321

差入保証金 496,880 495,286

その他 745,665 818,949

投資その他の資産合計 1,372,947 1,439,557

固定資産合計 1,777,765 1,858,532

資産合計 6,800,889 5,889,295

負債の部

流動負債

営業未払金 90,450 64,447

未払費用 361,171 327,711

未払法人税等 342,601 29,301

未払消費税等 232,699 72,876

預り金 471,292 301,215

賞与引当金 547,526 411,656

その他 367,802 270,555

流動負債合計 2,413,545 1,477,764

固定負債

退職給付引当金 533,687 536,880

その他 32,105 28,419

固定負債合計 565,793 565,299

負債合計 2,979,339 2,043,064

純資産の部

株主資本

資本金 424,630 424,630

資本剰余金 324,630 324,630

利益剰余金 3,080,470 3,107,875

自己株式 △16,549 △26,615

株主資本合計 3,813,181 3,830,519

新株予約権 8,369 15,711

純資産合計 3,821,550 3,846,230

負債純資産合計 6,800,889 5,889,295
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(2) 四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業収益 3,941,159 4,248,448

営業費用 3,823,255 4,057,669

営業利益 117,903 190,778

営業外収益

受取利息 2,013 2,137

雑収入 2,926 1,565

営業外収益合計 4,939 3,702

営業外費用

支払利息 306 206

雑損失 466 159

営業外費用合計 773 366

経常利益 122,069 194,115

特別損失

減損損失 - 5,319

特別損失合計 - 5,319

税引前四半期純利益 122,069 188,795

法人税、住民税及び事業税 31,072 11,736

法人税等調整額 27,637 68,187

法人税等合計 58,709 79,923

四半期純利益 63,359 108,871
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 122,069 188,795

減価償却費 67,896 53,607

減損損失 - 5,319

株式報酬費用 8,369 7,341

賞与引当金の増減額（△は減少） △123,113 △135,870

退職給付引当金の増減額（△は減少） △269 3,192

受取利息 △2,013 △2,137

支払利息 306 206

営業債権の増減額（△は増加） 70,865 34,800

その他の資産の増減額（△は増加） △21,529 5,407

営業債務の増減額（△は減少） △36,502 △26,003

未払費用の増減額（△は減少） △37,201 △33,460

未払消費税等の増減額（△は減少） 53,485 △159,823

預り金の増減額（△は減少） △148,280 △170,077

その他の負債の増減額（△は減少） △16,697 △78,367

小計 △62,611 △307,068

利息及び配当金の受取額 4,204 2,353

利息の支払額 △306 △206

法人税等の支払額 △342,484 △327,362

営業活動によるキャッシュ・フロー △401,198 △632,283

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △48,799 △46,490

無形固定資産の取得による支出 △21,393 △29,109

営業保証金の預入による支出 △30,000 △35,000

営業保証金の回収による収入 5,000 -

差入保証金の差入による支出 △19,300 △14,073

差入保証金の回収による収入 28,670 6,330

その他の支出 △4,553 △7,122

投資活動によるキャッシュ・フロー △90,375 △125,464

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △1,919 △10,162

リース債務の返済による支出 △3,842 △3,943

配当金の支払額 △75,281 △81,597

財務活動によるキャッシュ・フロー △81,043 △95,703

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △572,617 △853,452

現金及び現金同等物の期首残高 3,599,877 4,272,688

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,027,259 3,419,236
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(4) 四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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３．補足情報

経営管理上重要な指標

経営成績の推移（通期の実績と計画）

(単位：千円)

平成27年３月期
平成28年３月期

（計画）
（計画増減率）

営業収益 8,663,274 9,120,029 5.3％

仲介手数料収入 4,541,566 4,771,567 5.1％

仲介業務関連収入 2,724,189 2,863,700 5.1％

その他の収入 1,397,518 1,484,762 6.2％

営業費用 8,123,846 8,465,271 4.2％

営業利益 539,427 654,758 21.4％

営業利益率 6.2％ 7.2％ 1.0ｐ

営業外損益 361,675 299,157 △17.3％

経常利益 901,103 953,915 5.9％

経常利益率 10.4％ 10.5％ 0.1ｐ

特別損益 △59,496 △16,982 ―

法人税等 364,772 374,773 2.7％

当期純利益 476,833 562,160 17.9％

当期純利益率 5.5％ 6.2％ 0.7ｐ

１株当たり当期純利益 122.61 144.91
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